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数多の利点を有している。反之後方より discotomy
も併せ行った脊椎固定術は固定でなく単に脊椎制動
術でしかなt，。一方，分離症に就いてはミエロに所
見を有するものは前方より，他は原則として後方よ
り手術を行つた。前方法で6倒中 2例に分離部の完
全閉鎖， 3例は殆んど閉鎖したのをみた。後方手術
法相互に優劣の差認め難いが，椎体固定のものが2
椎体固定のものより，叉キレツ型のものが仮関節型
のものより成績良好であった。前後屈時斜位レ線像
で分離部修復状態を確認出来た。 
19) 電気衝撃療法後にみられた脊椎側轡症につい
て
千大大学院松原 保
脊椎側轡症の病因に関しては現在尚不明の点が多
い。私は今回側襲撃症の病因の一端を解明するものと
して， くりかえし背筋に収縮の強制される電気衝撃
療法l乙着目し，本学精神科，国立国府台病院，沼津
千本病院，国立下総療養所に入院中の患者につき側
壁症の面より集団検診を施行した。調査人員は電気
衝撃療法を受けたもの 326名，受けないもの 123名
計449名はっき行った。まず脊柱を触視診にして検
査し，異常ありと思われた者につきレ線撮影を施行
した。
レ線上側襲警ありと診断したものは 50例， このう
ち脊椎圧迫骨折を思わせた 6例を除き 44例につき
分析を加えた。その結果古くより言われている 
myopathic theoryも考慮すべきだとの結論に達し
たのでこ ζに報告する。 
20) 脊椎側替症の実験的研究(第 1報〉
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側轡症の病因，治療に関する基礎的検討を自的と
し，近交系家兎，ウィスター系ラットを使用せる知
見の一端を述べた。
実験発生法，手術的方法として椎体侵襲各種方
法， 後部脊柱応対する各種侵襲， Muller氏強制側
聾， 非手術的方法としての Radiation薬物投与，
突然変位 lとより作成せる遺伝性の FusedTai1 
Mouse等約 50匹につきレ線的民経過を観察し，側
壁度との関係を追求せる結果，側轡発生は，椎体自
体よりむしろ脊椎後部の要素を重要視し，更に 
Semicarbazide による軟骨板， 椎間板代謝異常の
素地の上に背筋力等の要因累加により高度の側費が
れない。
一方 Muller氏強制側建脊椎の組織学的所見，及
びその 35SMacro et Micro同 autoradiography所
見から凹側軟骨板及び、椎間板の特異的変化を認め，
凹側軟骨板の成長抑制が，やがて側脅発生の一次的
要因となり得る事を推論した。
21) 教室における脊雄側轡症の研究
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脊椎側轡症について教室で治療を行なった患者は 
66例で中 9例に観血的治療を行なった。側轡症は
特発性，次いで先天性のものが多く，部位は胸椎部
が多い。本邦における側壁症の実態を明らかにし，
ひいては早期診断，早期治療の目的のため小，中学
生 10，119について集団検診を実施し， x線撮影を
行ない1.0%K Structural Scoliosisを認めた。
側建症の病態については動物実験によりその発生
要因探究，アイソトープによる代謝の研究を行ない
つつあふ治療症例については，レ線的，筋電図学
的，心肺機能，生化学的に検討を行なっている。
保存的l乙は簡易 ExtensionCorsette，Turnbu-
ckle Jacket，M i1waukee Braceなどによる治療
を主としている。観血的には新しい試みとして Be-
rtrand による椎体凸側の StaplingR.凸側軟骨板
切除を加えたもの，凹側肋骨切除に肋骨横突起切除
と肋骨移植を加えたもの， Steindler氏法変法lとよ
り脊椎固定を行なった例などあり経過観察中であ
る。更に TorsionsGleiten I乙属する 1例に経腹膜
的前方椎体固定を行なった症例を報告した。以上に
つき明かの考按を加え，早期診断について椎体の変
化，傍脊柱部軟部陰影の変化についても言及した。 
22) ベルテス病の成因に関する研究
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ペルテス病の成因として従来幾多の説があげられ
ているが，そのレ線像，病理組織所見より近年血行
障害が重視されて来ている。我々は血管撮影により
大腿骨々頭部血行のレ線学的研究を行ないペルテス
病における血行障害について検討を行なった。
検査対象は 4才より 11才のぺJレテス病23例 (28
股関節〉で骨頭核よりの IntraosseusVenography 
発生した事からその病因は一元的のものとは考えら lこより全例に年令，症例に応じた還流障害が観察さ
